
             化 研 講 演 集 第 十 八 輯

                第   1   表

   N・・ 1充 麹_1麟 騨L螢 齢 _! 囎 膿c_

    ・'炭 ・ グ ・7・・…}1:99謝1aO(3D分)1:lal雰13・5(30分)

    ・ 三 鞭 雛 ・・.・・…}叢19雰1128こ50分)2・32(・ ・分)

    3 チ タ ン 白 11.6×104 11.0(10分)       1.92(15分)

    4 リ ト ホ ン  9.4×104 12.0(10分)12.9(15分)  U4(15分)

    5 關 西 亜 鉛 華  7.6×104 11.25(10分)13・6(15分) L57(15分)

    ・ 職 ・ ル5.・ ・…}1:窪a2劣1171(30分)・ ・52(・・分)・…(・5分)

    … ル ・ ・・・…19:llll謬)1謬lll謬)・ ・32(・・分)

    8 ネ オ ア ル コ ン  1.4×104  2.4〔30分)

    ・ 敵 炭 ・ ・ ・ ・…11二91}9雰 罫'(35分)・53(・ ・分)・…(・5分)

   10 コスモス2eカーボ ン 13.2×104 17.8(15分)

   11   フモネツクスカーポン   13.4×104   18.1(20分)           2.15`20分)

   12 野 ロ カ ーボ ン 12.1×104 18.6(10分)

   13三 船 成 カ ーボ ・、6・1×10418・0(15分)   Ol99(15分)

  〔莞 〕()内 は140℃ の加硫時間.比 表面積測定は富久氏に依ろ.

 以 上 の結果充填剤 の作用 は その表面 におけ るゴ ムとの密着 の結果 一種 の物理的 の加 硫 を考 え

て よいが,化 學 的の加硫 に比べて伸 びの大 きい ところでは特 に弾 性の大 きく出 る特長 があ ると

云 え る.

              (昭 和24年2月28日 受 理)

       生禮組織 中の ビタ ミンB、定量法 に

       關す ろ研究

     Studies oll the Deむermination of Vitarnine B, in Living Tissue.

           近 藤 金 助 ・満 田 久 輝 ・岩 井 和 夫

          Kinsuke Kondo, Hisateru Mitsuda and Kazuo Iwai     .

 生 艦 組織 中のBlを 正 確 に定量 す るには,第 一 に完全 に且 つ安定 にB.1を 抽 出 す る丁が肝要

であ る.從 來抽 出剤 としては盤酸,硫 酸,酷 酸並 に酒精が用 い られてい るも,特 に抽 出條 件 を

詳細 に究 めた報告は極 めて少 ない.こ こに於て著者等は0.1%酷 酸(pH 3.5),盤 酸(pH 35並

、!・.5)湘 鰍 緩鰍(,・ ・. 4.・)並磯 轍 鰍(,H 4.・)を抽1鯛 として,そ 略 殉 抽出能

                   (30)



         近藤 ・浦田・岩ili:生 髄組織申のビタミンB1定 量法に關する研究

            ビ タ ミ ンBtの 抽 出 齊1に 關 す る 實 験
                                         ワ

   「＼   夢 酒 酵 母L塑 の簾 米 胚 芽 e

   抽姻 ＼8・ 捌 比 陣 捌 比8劇 比
                    レ

   O.1%CH3COOH       6896.6  100.0   4(風0  100.0  10619.4  100.O

   HC1(pH 4.5)        5333.3   77.3   340.4   84。3   9022.5  85.O

   HCI(p正13.5)          5393.6    78.2   333.3    82.5   8275.8   77.9
     う

   Cit・at・b・ff・・(pH・4・5) 6250・O l 90・6 367・0 9α8 10256・4 96・6

   Ace・…b・ff…,H・4.・)・ ・53,81 89.2388.・96.・ ・・・…798.・

           酷酸 に依るPrebluda反 慮の呈色増張に關する實験

          匝蝉 翻 箪 韻 韻B㌻ 量辮

戴 爵ili/iiiiiiillii難
    Vi,。mi。 B14・ …2・41・ … 1・ ・…  64,3・5・ ・8・・

   ・」% CH、COOH 5400・23410・2α2ユ0 644・711L8
           6  40  0.2  1   4   3   0.2   0.2   10    6   46.2   115.5

    20cc=40γB1   7 40 (}.2  0  4   5   0.2  0.2  10   6  42.1  105.5

    AO.69のP-Aminoacetophenoneを9ccのconc. HCIに とかし,水 にて100ccと する.

    B 239の 亜硝酸曹達を水にて とか して100ccと する.

    C209のNaOHと289のNaHCO3を 水にとかして350ccと す る,

    D19のPhenolを95%Alcohol 200ccに とかす.

を萎酒酵母,慧 豆 の種實並 に米胚芽 に就 き比較 した結果明 らか に0.1%酪 酸 が最高 の抽 出能 を

示 す事 を見 出 した.酷 酸 はPrebluda反 慮 の呈色増 強捌 としてEthano1, Phenolと 同様 の作

用 を有 す る事 を見 出 したが,純 ビタ ミン 恥 の場合は常 に從來 の方法 に比 し16%呈 色 が増彊 さ

れ る も,天 然物 の場合 は その増張率が一定 しない もの もあ るので定 量法 の改良 に用い るには更

に槍討 しなければ な らないが,酷 酸 を抽 出剤 に用 い るB1定 量 法(ヂ ア ゾ法)に 於 け る一注意事

項 として吸着 白土 を酸性 の水(璽 酸pH 4・5)に て十分洗瀧 して完全 に酷酸 を除去 して亥の操 作

に移 らねばな らな い事 を強調 す る.

 上 述 の抽 出能 の比較實 験 に於 ては勿論 この酷酸の呈色増強 を除 いて比較 した ものであ り,明

らか に抽 出能 の差 に基因 してい る.                  い

 次 に生罷 組織 よ りB1を 抽 出 す る實 験材料 としてはB1含 量 が極 めて多大で ある黙,紬 胞膜

張靱 に して抽 田至難 で ある鐵並 にPhosphataseが 極 めて強力 に存鹿 する貼 よ り生酵母が最適

と考 え次 表 の如 き各 種 の抽 出條 件 につ き定量比較 して見 た.そ の結果Phosphataseが 急 速 に

完全 に不活性 化 され,し か もCo・ca'rboxylaseの 加水分解 が行 われない鮎 として100℃ の 熱
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               化 研 講 演 集 第 十 八 輯

             生酵母中のビタミンBlの 抽出條件に關する研究

    ・引 搬 酬 ・由 出 條 件 [・・γ/・1鰐
    1 CH3COOH 100。C,3mns.               18。53 Free

    2   HCI  100。C,3mms.    `           19.64

    3  CH3COOH  100。C,5mns.                      19.64

    4     HCI     10〔)ec, 5 m ns.                               19.55

    5 CHsCOOH  80。C,15 m ns.               22.55

    6      HC1      80eC,15 m ns.                               20。11

    7 CH3COOH  80。C,15 m ns.+Diastase           68.97 Total

    8  CH3COOH   70。C,30 m ns.                     37.17

    9      HCI      70。C,30 m ns.                               22.83

    10   HC!   70。C,30 mlns.38'C・1夜 放 置            29・03

    11   HCI    70。C,30 m ns.+Diastase                68.71 Total

    12  CHs,COGH   60。C,30 m ns.                        59.73

    13 CH3COOH 60℃,30 mms.380C 1夜 放 置        68.71 T・taI

    14  CH3COOH  60。C,30 m ns.80℃,15 mins.             50。61

    15  CH3COOH  60。C,30 m ns.+D三astase                68.97 Total

    16  CH3COOH  80。C,15 m ns.60℃,30 mins.             21.66

    17  CH3COOH  No.16+Diastase                     64.16

    18   HCI  Toluol1の み添加 し3-,℃1夜 放 置 後HCI抽 出     7.27

    19    HCI    No.18+80'C,15 rrlins.                     7.35

    20      HCI      80。C,15 min5. Tolttol 38。C l夜 放 置                21.39

    11綴 識1離 階 、認Cl  』lll:ll
    23  CH3COOH  Toluol2 , Pepsin 38。C     lr               44.97

    24  CH3COOII Toluol2, Cystein 3S"C    t/             54.46

    25  CH3COOH  室言兇1時 間揚i拝抽閏                       O

             Toluol1(Autolysis) [L'oluol2(Antiseptic)

             CH8COOH(0.1%pH 3.5) HLI(pH 4.51)

水 中 に3～5分 聞保 つか,100℃ の熱水 に浸漬 して抽出液温 を80℃ に5～15分 悶 保つ のが眞 の

遊離型Blを 定 量 す る最善 の方法で あつて,酵 母の如 く1)hosphataseの 強 力 な試料 では從 來

の方法 の如 く80℃ の溜浴 中 に15分 間 保つ た り,70℃,30分 聞(Melnick&Field及 び芦 田)の

庭 理及 び60℃,30分 聞(酵 愚の致死温 度)の 庭理にては眞 の遊 離型 の定 量 は困難 であ る.次 に総

ビタ ミンBコ 定量法 としてはDiastaseを 加 えて38℃ に1夜 反慮 せ しめただ けでは不十分 であ

つ てや は り80℃,15分 聞(70℃,30分,60℃,30分 間 にて も良 い)加 熱抽 出後Diastaseを38℃

1夜 作 用せ しめて総 ビタ ミンB1を 定 量す るのが最 も正確で あ る.上 記 の方法 に從 つ て敷 多 く

の培養酵 母のBユ の形態 を楡 した庭,総 ビタ ミンB:68.97γ/9の 中遊離 型 は19.64γ/9(2S.48%)

に して結合型 は49・33γ/9(71・52%)で あ り,総B」 量の70%前 後 がco・earboxylaseと して存

在 して居 るもの と考 え る.

               (昭 和24年2月28日 受 理)

                     、
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